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平
成
十
七
年
度
決
算
を
認
定

平
成
十
七
年
度
の
決
算
が
九
月
二
十
九
日

の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

「
平
成
十
七
年
度
武
蔵
野
市
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
」
と
「
平
成
十
七
年
度
武
蔵
野
市

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
の

二
議
案
は
、
二
十
一
日
に
設
置
さ
れ
た
決
算

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
実
質
四
日
間
の

審
査
を
行
い
、
二
十
七
日
の
委
員
会
最
終
日

で
は
質
疑
・
討
論
終
了
後
、
全
会
一
致
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。（
二
・
三

面
に
決
算
特
別
委
員
会
審
査
概
要
を
掲
載
）
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九
月
六
日
か
ら
開
か
れ
た
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
二
十
九
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
平
成
十
七
年
度
の
決
算
の
認
定
を
初
め
、
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
市
長
の
退

職
金
を
削
減
す
る
議
案
一
件
を
加
え
た
計
十
六
件
の
市
長
提
出
議
案
が
議
決
さ
れ
た
ほ
か
、
戸
籍

情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
計
四
件
の
議
員
提
出
議
案
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
二
十
一
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
う
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
　
市
議
会
定
例
会

本
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
本
会
議
中
継
（
施
政
方
針
、
代
表
質
問
、
一
般
質
問
）

を
拡
大
し
、
平
成
十
八
年
九
月
定
例
会
よ
り
、
本
会
議
の
全
部
、
決
算
特
別
委
員
会
（
九
月
）、
予

算
特
別
委
員
会
（
三
月
予
定
）
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
を
配
信
し
て
い
ま
す
（
六
面
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
掲
載
）。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
（
生
中
継
・
録
画
中
継
）
を
配
信
し
て
い
ま
す

二
十
九
日
の
本
会
議
で
は
、
両
議
案
に
つ

い
て
、
水
野
　
学
決
算
特
別
委
員
長
が
委
員

会
で
の
審
査
経
過
の
報
告
を
行
い
、
質
疑
終

了
後
、
各
会
派
の
代
表
と
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
一
名
の
計
七
名
が
、
い
ず
れ
も
賛
成
討

論
を
行
い
ま
し
た
。
討
論
終
了
後
の
採
決
の

結
果
、
両
議
案
は
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

市
長
の
退
職
手
当
を
削
減
し

三
分
の
一
程
度
に

「
他
の
特
別
職
と
の
整
合
を
」

あ
わ
せ
て
付
帯
決
議
を
可
決

九
月
二
十
一
日
の
本
会
議
で
、「
武
蔵
野

市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
条
例
案
の
主
な
内
容
は
、
現
市
長
の
今

任
期
に
か
か
る
退
職
手
当
の
支
給
割
合
を
在

職
一
年
に
つ
き
三
分
の
一
程
度
に
す
る
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
四
年
の
任
期
を
務
め
た
場

合
の
市
長
の
退
職
手
当
は
、
千
七
百
十
二
万

円
か
ら
五
百
五
十
六
万
四
千
円
に
な
り
ま
す
。

本
条
例
案
は
平
成
十
七
年
十
二
月
九
日
の

本
会
議
で
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
平
成

十
七
年
十
二
月
十
二
日
の
委
員
会
開
催
以

降
、
継
続
し
て
審
査
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
審

査
の
中
で
①
削
減
の
割
合
を
三
分
の
一
程
度

と
す
る
根
拠
は
②
市
長
の
み
の
削
減
で
は
他

の
特
別
職
の
退
職
手
当
と
の
均
衡
が
崩
れ
る

の
で
は
③
削
減
を
現
市
長
の
今
任
期
の
み
に

限
る
の
は
な
ぜ
か
、
な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

結
論
を
出
し
た
平
成
十
八
年
九
月
十
二
日

の
総
務
委
員
会
で
は
、
討
論
の
後
、
全
会
一

致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、「
他
の
特
別
職
と
の
整
合
を
図
る
た

め
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
諮
問
す
る
こ

と
」
と
の
付
帯
決
議
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
二
十
一
日
の
本
会
議
で
は
、
総
務
委

員
長
報
告
、
討
論
の
後
、
採
決
の
結
果
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
付
帯

決
議
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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「初冬の雑木林」
撮影：齊藤　達直

（武蔵野市　73歳）

場所：境山野公園（境4丁目）
（2005.12.22）

市議会だよりは、市民のみなさんからの公

募写真を1面に掲載しています。次回の応募

要領については、6面をごらんください。

境山野公園の雑木林は、自然の木立がそのまま残
されている静かで地味な林です。この頃はこう云う
自然の雑木林が少なくなりました。
もう木々が葉を落した秋の終った頃通りかかる

と、未だ枯葉が地面に溜っていて印象的でした。公
園の落葉は直ぐ片付けられて味気ないですが、少し
の間でも落葉の感触が得られて嬉しかった。
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問

邑
上
市
長
の
言
う
市
民
参
加
は

行
政
の
場
に
市
民
を
呼
ぶ
方
式
に
偏

っ
て
い
る
。
行
政
と
直
接
か
か
わ
ら

な
い
民
間
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
も
含

め
る
な
ど
、
よ
り
広
い
意
味
で
市
民

参
加
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

公
募
委
員
の
枠
を
ふ
や
す
と
と

も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
含
め
た
地
域
の
市

民
活
動
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い

く
べ
き
か
を
考
え
た
い
。

問

主
要
な
施
策
の
成
果
に
関
す
る

説
明
書
で
は
、
吉
祥
寺
や
武
蔵
境
と

比
べ
て
中
央
ゾ
ー
ン
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
記
述
が
少
な
い
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答

三
鷹
駅
北
口
は
民
間
の
開
発
計

画
も
あ
る
た
め
、
今
後
再
整
備
計
画

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

年
次
財
務
報
告
書
を
庁
内
で
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答

各
課
に
配
布
し
職
員
の
コ
ス
ト

意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

複
式
簿
記
に
基
づ
く
財
務
諸
表
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
職
員
向

け
の
研
修
を
行
な
う
予
定
で
あ
る
。

問

今
後
の
武
蔵
野
市
職
員
の
体
制

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か

な
い
の
が
大
原
則
だ
が
、
可
能
な
限

り
職
員
定
数
の
削
減
に
努
め
た
い
。

問

稲
城
市
は
、
※
自
動
電
話
催
告
シ

ス
テ
ム
の
導
入
等
に
よ
り
、
現
年
度

分
の
徴
収
率
が
二
十
六
市
で
二
年
連

続
第
一
位
と
な
っ
て
い
る
が
、
徴
収

率
向
上
に
つ
い
て
の
市
の
見
解
は
。

答

他
市
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問

市
税
前
納
報
奨
金
制
度
は
、
納

付
漏
れ
を
防
ぐ
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
が
、
復
活
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答

納
税
意
識
の
高
ま
り
、
口
座
振

替
の
普
及
等
の
理
由
か
ら
平
成
十
年

に
廃
止
し
た
。
現
状
で
は
制
度
を
復

活
す
る
考
え
は
な
い
が
、
今
後
の
状

況
の
推
移
を
見
な
が
ら
検
討
す
べ
き

課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

問

吉
祥
寺
ロ
ン
ロ
ン
等
、
市
が
株

主
で
あ
る
団
体
に
対
し
て
、
有
価
証

券
の
配
当
を
求
め
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
経
営
改
善
を
求
め
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

答

配
当
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

株
主
と
し
て
経
営
に
関
し
て
意
見
も

言
っ
て
い
る
。

問

前
年
度
に
比
べ
、
自
然
の
村
使

用
料
が
増
加
し
た
理
由
は
何
か
。

答

台
風
の
影
響
で
利
用
者
が
少
な

か
っ
た
十
六
年
度
に
比
べ
、
十
七
年
度

は
利
用
者
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

※
自
動
電
話
催
告
シ
ス
テ
ム
…
事
前
に
登
録
し
た

デ
ー
タ
（
電
話
リ
ス
ト
な
ど
）
に
決
め
ら
れ
た

時
間
帯
に
、
す
べ
て
自
動
で
電
話
を
か
け
て
い

く
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

問

市
長
・
市
役
所
交
際
費
に
つ
い

て
、
会
費
の
設
定
が
あ
る
会
合
に
お

い
て
公
費
を
支
出
し
な
い
場
合
、
市

長
は
私
費
で
支
払
っ
て
い
る
の
か
。

答

そ
の
場
合
、
私
費
で
支
払
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
飲
食
を
伴
う
場
合

で
も
、
挨
拶
だ
け
の
状
況
で
あ
れ
ば
、

費
用
は
負
担
し
て
い
な
い
。

問

中
国
、
韓
国
の
自
治
体
と
の
今

後
の
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

基
本
的
に
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ

て
き
た
交
流
は
、
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
。
特
に
、
若
い
世
代
を
中
心

と
し
た
交
流
に
し
て
い
き
た
い
。

問

青
少
年
活
動
育
成
事
業
に
つ
い

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
熱
心
に
活
動

し
て
い
る
団
体
へ
の
助
成
額
が
少
な

い
。
ふ
や
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

答

特
に
青
少
年
の
活
動
の
場
所
が

十
分
で
な
い
こ
と
が
大
き
な
課
題
だ
。

支
援
策
を
研
究
し
た
い
。

問

市
立
保
育
園
は
、
私
立
幼
稚
園

と
比
べ
、
児
童
一
人
当
た
り
の
コ
ス

ト
が
か
な
り
高
い
。
こ
の
不
均
衡
を

是
正
し
、
私
立
幼
稚
園
に
対
す
る
支

援
を
ふ
や
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

問

健
康
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
は

問

国
基
準
で
は
五
十
万
人
に
一
カ

所
と
な
っ
て
い
る
児
童
相
談
所
だ
が
、

本
市
を
管
轄
す
る
杉
並
児
童
相
談
所

は
百
十
一
万
人
を
対
象
に
し
て
い
る
。

杉
並
児
童
相
談
所
の
分
室
を
本
市
内

に
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答

児
童
相
談
所
の
役
割
の
大
き
さ

は
認
識
し
て
い
る
。
場
所
に
つ
い
て

は
工
夫
が
必
要
だ
が
、
充
実
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
都
に
も
申
し
入
れ
て

い
き
た
い
。

問

保
育
園
や
幼
稚
園
を
利
用
し
て

い
な
い
未
就
学
児
の
割
合
を
考
慮
し
、

西
部
地
区
に
も
０
１
２
３
施
設
を
つ

く
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答

長
期
計
画
等
で
も
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
が
、
今
後
市
民
会
議
等
で

議
論
い
た
だ
い
た
も
の
を
踏
ま
え
て
、

実
現
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

限
ら
れ
た
慢
性
疾
患
の
方
に
行

っ
て
い
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
装
置

の
貸
与
対
象
を
広
げ
る
べ
き
で
は
。

答

そ
の
よ
う
な
要
望
が
あ
り
、
対

象
者
の
拡
大
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

防
災
無
線
の
訓
練
に
つ
い
て
、

市
は
Ｐ
Ｒ
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
か
。

答

地
域
主
体
の
訓
練
で
あ
り
、
地

域
へ
の
広
報
、
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

問

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
改
善
補
助
金
に

つ
い
て
伺
う
。

答

危
険
と
認
め
ら
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
所
有
者
に
、
一
メ
ー
ト
ル
あ
た

り
六
千
円
で
、
八
十
メ
ー
ト
ル
を
上

限
に
補
助
す
る
。

事
業
開
始
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
が
、

総
合
体
育
館
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
へ

の
情
報
伝
達
や
、
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
と
の
連
携
な
ど
が
必
要
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答

ご
指
摘
の
点
は
認
識
し
て
お
り
、

今
後
は
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
い
う

視
点
か
ら
協
力
で
き
る
こ
と
に
つ
い

て
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

市
長
は
か
つ
て
、
基
本
健
康
診

査
の
委
託
費
が
高
す
ぎ
る
と
批
判
し

て
い
た
が
、
現
在
の
見
解
は
。

答

メ
ニ
ュ
ー
が
多
く
充
実
し
て
い

る
と
考
え
る
が
、
内
容
は
過
剰
に
な

ら
ぬ
よ
う
、
医
師
会
と
も
相
談
し
な

が
ら
常
に
見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
。

問

ご
み
焼
却
や
処
理
に
関
す
る
コ

ス
ト
分
析
が
し
や
す
い
デ
ー
タ
等
を

市
民
へ
広
く
公
開
す
べ
き
で
は
。

答

今
年
八
月
か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
毎
月
の
ゴ
ミ
排
出
量
や
減
量

の
取
り
組
み
の
お
願
い
な
ど
を
掲
載

し
て
い
る
。
今
後
も
出
来
る
限
り
発

信
し
た
い
。

問

喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
か
な
り
浸
透
し
て
き
た
と
考

え
る
が
、
駅
か
ら
離
れ
た
場
所
に
も

マ
ナ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

吉
祥
寺
駅
周
辺
の
商
店
街
等
か

ら
は
、
路
上
禁
煙
地
区
の
拡
大
の
要

望
も
あ
り
、
そ
の
方
向
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

歳　出 
551億6495万円 

平成18年3月31日現在 
人口　133,990人     
世帯　69,057世帯    

その他 
8億9626万円（1.6％） 

民生費 
164億4658万円
（29.8%） 

総務費 
119億9665万円
（21.8%） 

土木費 
86億7807万円
（15.7%） 

教育費 
66億9963万円 
（12.1%） 

衛生費 
52億7936万円
（9.6%） 

公債費 
27億5043万円 
（5.0%） 

消防費 
21億3118万円（3.9%） 

諸支出金 
2億8679万円（0.5%） 

総
　
務
　
費

民
　
生
　
費

衛
　
生
　
費

歳
　
　
入

決算額内訳

決算特別委員会は9月21日、委員11名からなる決算特別委員会を設置し、正副委員長を選出しま

した。決算の審査は、9月22日から27日までの実質4日間で行われました。一般会計及び4特別会計

の歳入決算総額、889億3,325万円、同歳出決算総額、858億9,853万円で30億3,472万円が翌年度へ

繰り越されました。また、水道事業会計の収益的収入及び支出（消費税等控除後）は、収入34億

5,907万円、支出30億8,893万円で、差し引き3億7,014万円の純利益となりました。

以下は各委員から、昨年度の予算執行について議論が行われた決算特別委員会の審査概要です。

市
税
徴
収
率
の

向
上
を

杉
並
児
童
相
談
所

の
分
室
、市
内
へ
の

設
置
を
求
め
る

市
長
の
交
際
費

百
万
円
の
公
費
で

交
際
で
き
る
の
か

健
康
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー

今
後
の
見
通
し
を
問
う

防
災
無
線
の

訓
練
の
Ｐ
Ｒ
を

よ
り
広
い
意
味
の
市
民
参
加
を

問

管
理
職
と
一
般
職
の
間
で
一
部

給
与
の
逆
転
現
象
が
起
き
て
い
る
が
、

是
正
し
な
い
の
か
。

答

現
在
の
給
料
表
は
職
務
と
責
任

に
応
じ
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
と

考
え
る
た
め
、
今
後
改
善
し
た
い
。

答

長
期
計
画
を
踏
ま
え
、
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問

中
高
年
齢
者
雇
用
創
出
事
業
に

つ
い
て
、
五
千
九
百
万
円
ほ
ど
執
行

さ
れ
て
い
な
い
が
、
理
由
を
伺
う
。

答

当
初
前
年
度
比
二
十
三
名
増
を

目
標
と
し
て
い
た
が
、
実
際
は
八
名

増
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。

問

路
線
商
業
活
性
化
懇
談
会
提
言

書
の
中
で
、
商
店
会
未
加
入
店
対
策

と
し
て
、
条
例
化
の
研
究
が
提
言
さ

れ
て
い
る
が
、
現
在
の
取
り
組
み
は
。

答

商
店
会
の
組
織
力
強
化
な
ど
、

先
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
行
っ
て

か
ら
、
条
例
化
に
つ
い
て
検
討
す
る

予
定
で
あ
る
。

問

農
業
振
興
基
本
計
画
の
改
定
に

関
し
て
、
都
市
農
業
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
伺
う
。

答

市
民
生
活
を
支
え
る
都
市
農
地

の
保
全
を
図
り
、
市
民
と
触
れ
合
う

農
業
を
築
き
、
や
り
が
い
の
あ
る
農

業
経
営
を
進
め
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。

問

放
置
自
転
車
防
止
に
つ
い
て
抜

本
的
な
対
策
は
あ
る
か
。

答

抜
本
的
に
は
厳
し
い
が
、
放
置

防
止
指
導
員
の
増
員
、
ク
リ
ー
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
公
共
交
通
機

関
利
用
促
進
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
く
。

問

二
俣
尾
自
然
体
験
館
を
今
後
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答

現
在
ま
で
イ
ベ
ン
ト
を
五
回
行

っ
て
い
る
が
、
今
後
、
市
民
、
庁
内

で
の
利
用
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

問

吉
祥
寺
南
町
で
行
っ
た
市
の
建

築
確
認
は
違
法
と
の
建
築
審
査
会
の

裁
決
に
つ
い
て
見
解
は
。

答

建
築
審
査
会
の
裁
決
は
正
し
い

も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

問

吉
祥
寺
駅
南
口
暫
定
広
場
用
地

の
購
入
の
進
捗
状
況
は
。

答

現
在
、
二
十
六
・
一
パ
ー
セ
ン

ト
で
平
成
十
七
年
度
と
変
化
は
な
い
。

消
　
防
　
費

総
括
質
疑

土
　
木
　
費

放
置
自
転
車
の

抜
本
的
な
対
策
は

路
線
商
業
活
性
化

に
向
け
て
商
店
会

未
加
入
店
対
策
を

農
業
・
商
工
費
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問

幼
児
教
育
相
談
室
、
教
育
相
談

所
、
訪
問
相
談
室
を
統
合
し
、
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
理
由
は
。

答

相
談
事
業
に
つ
い
て
、
よ
り
機

動
性
の
高
い
機
能
を
求
め
た
た
め
で

あ
る
。
従
来
の
相
談
に
加
え
臨
床
心

理
士
の
学
校
派
遣
事
業
、
適
応
指
導

教
室
の
設
置
な
ど
、
よ
り
き
め
細
か

く
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

問

小
学
校
全
校
が
実
施
し
た
、
プ

レ
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の
意
義
は
。

答

セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
充
実
検
討

委
員
会
等
で
協
議
し
、
長
期
宿
泊
に

対
す
る
不
安
解
消
、
集
団
生
活
へ
の

意
識
づ
け
を
目
的
に
実
施
し
た
。

問

「
き
ょ
う
い
く
武
蔵
野
」
を
刷
新

し
た
理
由
は
。

答

公
教
育
の
広
報
の
充
実
を
目
的

に
、
見
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
紙

面
づ
く
り
を
検
討
し
た
。

問

市
民
大
運
動
会
を
毎
年
実
施
す

る
意
義
を
伺
う
。

答

市
内
各
地
域
よ
り
市
民
が
集
い
、

交
流
を
深
め
る
と
い
う
点
で
意
義
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
従
来
か
ら
の
課

題
で
あ
る
地
区
実
行
委
員
の
負
担
の

問

森
ヶ
崎
水
再
生
セ
ン
タ
ー
建
設

負
担
金
十
七
億
円
の
市
債
の
返
済
の

見
込
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

下
水
道
事
業
会
計
で
返
済
で
き

る
も
の
と
考
え
る
。

問

合
流
式
下
水
道
改
善
施
設
設
置

の
予
算
三
千
万
円
に
対
し
、
執
行
額

が
三
百
万
円
程
度
で
あ
っ
た
理
由
は
。

答

当
初
、
機
械
式
の
設
置
を
考
え

て
い
た
が
、
安
価
な
渦
流
式
が
開
発

さ
れ
、
設
置
で
き
た
た
め
で
あ
る
。

問

鋳
鉄
管
の
更
新
計
画
を
伺
う
。

答

毎
年
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
の

更
新
工
事
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

か
ら
更
新
す
る
残
り
の
鋳
鉄
管
は
延

長
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
あ
る
。

こ
れ
ま
で
口
径
二
百
ミ
リ
の
本
管
を

中
心
に
更
新
し
て
き
た
が
、
今
後
は

口
径
四
百
ミ
リ
以
上
の
本
管
を
中
心

に
更
新
し
て
い
き
た
い
。

〈
一
般
会
計
、
四
特
別
会
計
〉

審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
書
及
び
付
属
書
類
は
、
法

令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

決
算
の
計
数
は
、
関
係
諸
帳
簿
及
び

証
拠
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
誤
り

は
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
伴
う
会
計
事
務

処
理
は
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
に
執

行
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
基
金
の
運

用
状
況
を
示
す
書
類
の
金
額
は
、
基

金
出
納
簿
及
び
証
書
類
と
符
合
し
、

計
数
は
正
確
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

今
後
の
市
政
運
営
を
展
望
し
た
と

き
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、

少
子
高
齢
社
会
へ
の
備
え
、
社
会
資

本
の
整
備
・
更
新
な
ど
、
多
く
の
財

源
を
必
要
と
す
る
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
市
民
の
要
請
に
こ
た
え
て
そ
の

機
能
を
適
切
に
果
た
し
、
持
続
可
能

な
市
政
を
つ
く
る
た
め
に
、
引
き
続

き
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
財
源
の
充
実
確
保

に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、
地

方
公
営
企
業
法
そ
の
他
関
係
法
令
に
準

拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
数

は
正
確
で
あ
り
、
関
係
諸
帳
簿
と
合
致

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
決
算
諸
表
は
、
水
道
事
業
の

経
営
成
績
及
び
財
政
状
況
を
適
正
に
表

示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

監
査
委
員
　
内
田
　
博
／
鈴
木
有
臣

軽
減
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問

小
・
中
学
校
の
教
室
に
扇
風
機

を
、
ま
た
中
学
校
の
図
書
室
に
空
調

設
備
を
設
置
し
た
が
、
各
学
校
の
評

価
を
伺
う
。

答

各
校
お
お
む
ね
好
評
で
あ
る
。

歳　入 
580億4239万円 

市　税　 
366億3213万円 （63.1%） 
 

国庫支出金 
43億7253万円 
（7.5%） 

都支出金 
32億4309万円 （5.6%） 

諸収入 
8億4450万円（1.5%） 
その他 
22億104万円（3.8%） 

地方特例交付金 
13億7261万円（2.4%） 
使用料及び手数料 
15億8246万円（2.7%） 
繰入金 
20億8581万円（3.6%） 
地方消費税交付金 
17億5495万円（3.0%） 
繰越金 
28億5257万円（4.9%） 
市債 
11億70万円（1.9%） 

平成17年度一般会計歳入歳出

下
水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

監
査
意
見
書

鋳
鉄
管

ち
ゅ
う
て
つ
か
ん

の

更
新
計
画
は

市
債
十
七
億
円

返
済
の
見
込
み
は

審査した特別委員
平成17年度決算審査に当たった
特別委員の氏名は、次のとおり。
◎水野　　学　○やすえ清治
きくち太郎　　島崎　義司
小野　正二　　本間まさよ
近藤　和義　　三宅　英子
川名ゆうじ　　与座　　武
寺山光一郎　　

◎印委員長　○印副委員長水野　学 決算特別委員長

議会での議論を
尊重し、丁寧な
行政運営を

島崎義司議員

賛成

平成17年度は、突然の市
長交代により激動の年とな
った。邑上新市長は、武蔵
野プレイスの強引な縮小計
画、長期計画の拙速な見直
し問題、公有地取得機会の
逸失等、独善的な行政運営
手法により市政を混乱させ
た。しかし、事業・施策に
ついては、第四期長期計画
に基づき、安全・安心対策、
まちづくり、商店街振興等、
着実に取り組まれたものと
評価する。今後、議会での
議論を尊重し、丁寧な行政
運営を行うことを期待し
て、決算の認定に賛成する。

自由民主クラブ

評価すべきは評価し、
市民の負担増には
改善を求める

本間まさよ議員

賛成

予算執行に当たり、市民
参加・コスト削減・緊急時
の対応という視点から、環
境基本計画の策定、農水省
跡地のオープンハウスやタ
ウンミーティングの実施、市
長退職金や市長・市役所交
際費の削減、水害対策、災
害見舞金の改定などが行わ
れた。さらに邑上市政の平
和行政に取り組む姿勢を高
く評価する。反面、介護保
険利用料の低所得者減免、
現金給付に対する見解、国
保税の値上げ等については、
市民の暮らしを守る立場か
ら改善・見直しを求める。

日本共産党武蔵野市議団

行財政改革へ、
市長はリーダーシップ
の発揮を

寺山光一郎議員

賛成

平成17年度は、防災安全
センター（仮称）の建設、
健康づくり支援センター等
の設置、乳幼児医療費助成
制度の所得制限撤廃等、お
おむね予算が適正に執行さ
れ、財政面も健全性は保た
れているが、少子高齢化社
会を迎え、徹底した行財政
改革に取り組み、財源確保
に努められたい。一方、督
促状の印影印刷ミス等、庁
内の人事管理が甘くなって
いることを指摘し、また、
政治的判断が必要なときは
はっきりと市長が答弁する
ことを要望し、賛成する。

市議会市民クラブ

市長交代の状況に
おいて支出の効率化に
努めた決算

小野正二議員

賛成

平成17年度は、第四期基
本構想・長期計画の初年度
であり、また途中で市長が
交代する状況で、市長不在
の時期は予算執行が難しか
ったと考えるが、限られた
財源を効率的、効果的に配
分し、支出の効率化など内
部努力が十分に反映された
決算で、適正に執行された
と評価する。なお、決算特
別委員会での行政側の答弁
が、検討・研究など、いつ
までに結論を出すのか曖昧
であったことを指摘してお
く。今後とも質の高い行政
サービスの水準を期待する。

市長交際費の削減
などスリム化を
打ち出した決算

三宅英子議員

賛成

昨年10月に邑上市長が就
任した後、市長・市役所交
際費からの香典の支出を廃
止し、支出基準を明確化し
て公費支出に対する自らの
姿勢を示したこと、これま
で10人以上いた専門委員を
大幅に縮小した点、市民意
見募集に対して行政側の回
答を公表し始めた点、派手
なイベントをスリム化した
ことなどを評価する。今ま
での総花的な市政運営を見
直し、財政運営に危機感を
持ち、優先順位をつけた今
後の事業展開を要望し、決
算に賛成する。

市議会公明党むさしのリニューアル

生活者主権の社会を
見据えた行政評価手法
の確立を求む

川名ゆうじ議員

賛成

平成17年度は前市長の突
然の辞職、職務代理者によ
る市政運営を経て邑上新市
長が誕生した年であり、本
市にとって大きな転換期と
なったが、三位一体改革に
よる財政状況の不透明な
中、市政運営はおおむね適
正になされたと評価する。
一方、税制フレームワーク
の改革や行政評価手法の本
格的確立などについては大
きな変更がなく、今後に期
待したい。時代を敏感にと
らえ、適切な政策を選択・
実行していただくことを求
め、決算の認定に賛成する。

民主・市民ネット

9月29日の本会議で決算に対する各会派の賛否の討論が行われました。以下はその要旨です。
このほかに、会派に属さない山本議員の●1 ●2に賛成する討論もありました。なお、各会派の構成は6面に掲載しております。
決算特別委員会の詳しい内容を、以下の会議録またはインターネット議会中継のホームページでご覧いただけます。
会議録　http://asp.db-search.com/musashino-c/
インターネット議会中継　http://www.musashino-city.stream.jfit.co.jp/
また、各市立図書館、コミュニティセンター、市役所の市政資料コーナーにおいても11月下旬以降会議録を閲覧することができます。

●1 平成17年度武蔵野市決算の認定について　　●2 平成17年度武蔵野市水道事業会計決算の認定について
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第3回定例会で初日より3日間の9月6日、7日、8日に、市政全般につい
て、21名の議員から一般質問が行われました。この中から質問項目を要
約して掲載します。詳しくは、各市立図書館、各コミュニティセンター、
市役所の市政資料コーナーに置いてある会議録（11月下旬発行予定）、ま
たは武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第3回定例会分は11月20
日登録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。

詳しい内容はこちらのアドレスから検索いただけます。

会議録：http://asp.db-search.com/musashino-c/
インターネット議会中継：http://www.musashino-city.stream.jfit.co.jp/
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障害者のスポーツ支援を
井口良美議員

問 障害者スポーツ施策について、①総合
体育館で発見された盲人用卓球台を早急に
設置していただきたい②スポーツ振興事業
団と障害者スポーツ団体との連携につい
て、どう考えるか。
答 ①総合体育館3階の会議室に設置する
こととした②プラチナカードの発行や水泳
クラブの事業委託等を行なってきたが、今
後も団体と連携して充実を図りたい。
問 水路敷の払い下げや未利用地の活用に
積極的に取り組むべきではないか。
答 払い下げの手続き方法を検討している。
このほか、エスコートゾーン、桜堤団地

建てかえ等についての質問がありました。

協働の推進　
市のアプローチを問う

砂川なおみ議員
問 行政だけでは解決できない多様化、個
別化する地域の課題に対し、ＮＰＯ・行政
間の協働による取り組みや、情報の相互交
流・多様で重層的なネットワークの形成が
重要と考えるが、①協働について市長の見
解は②ＮＰＯと行政が継続して協議できる
場を求めるが③活動拠点としてサポートセ
ンター等の整備が必要ではないのか。
答 ①市民自治の原点であり必要な取り組
みだ②ＮＰＯ活動促進基本計画策定委員会
の議論をまちたい③必要性は認識している。
同委員会からの報告を受けて検討したい。
このほか、介護保険の制度改革に対する

市の対策等についての質問がありました。

女性総合相談窓口を位置づけ、
女性施策のさらなる充実を

田辺あき子議員
問 本市の女性施策のさらなる拡充に向け
て、暴力・人権･就労･健康･子育てなどさま
ざまな面を支援する女性の総合相談窓口の
機能が求められているが、市の見解は。
答 現在、女性総合相談窓口の機能はない
ため、改めてヒューマン・ネットワークセ
ンターの位置づけを検討し明確にしたい。
問 働く保護者より、①病後時保育室の拡
充②3歳児健診等を月1回は休日に行う等の
工夫を、との要望が多い。市の対応は。
答 ①既存施設の利用率アップに向けＰＲ
する②医師会と相談するなど検討したい。
このほか、介護予防、災害情報メール配

信サービスについての質問がありました。

高さ制限を含む住民提案の
地区計画で住環境保全を

山本ひとみ議員
問 まちづくり条例制定を検討する上で、
①開発行為等をどのように規制するのか②
吉祥寺東町住民の地区計画案の高さ制限に
ついて、業者の損害賠償提訴を心配してい
るが、勝訴するよう頑張るべきではないか。
答 ①事業者と近隣住民との協議の実効性
確保のため、ペナルティー等は必要だ②事
実上の財産権侵害との見解もあり、慎重に
対応したい。
問 介護保険利用料の7％助成が廃止され、
低所得者への5％助成に変更された。廃止の
方針を見直し、7％助成の復活を求める。
答 復活する考えはない。現金給付の方式
から必要なサービスの充実へシフトしたい。

※一般質問とは、議員がその属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関に対し、事務の状況及び
将来に対する方針等について所信を質し、あるいは報告を求め、または疑問を質すことをいいます。

福祉三団体の再編議論
には、実態把握と市民・
利用者の声の反映を

小林清章議員　
問 福祉三団体ワーキングチーム報告書で
は、福祉公社の発展的解散が結論づけられ
ているが、再編議論の前提に、市の理念や
方針の明示と詳細な実態把握が必要ではな
いか。また、市民・利用者の声をどのよう
に反映するつもりか伺う。
答 有識者会議を設置し検討をお願いして
いるが、現場の実態をさらにお伝えする。
公社廃止ありきではない。また、中間的な
まとめが出された時点で、市民意見を募集
する予定である。
このほか、法政一中・高校跡地及び周辺のま
ちづくり、屋上緑化に関する質問がありました。

大事なことは
市民と決めたのか

金子　武議員
問 邑上市長は、市長選挙以来「大事なこ
とは市民と決める」と主張してきたが、こ
の言葉は市長としての責任をあいまいにし
ていると考える。市長はこの一年で、どの
ような大事なことを、どのような市民とど
のような方法・機会で決めてきたのか。
答 タウンミーティングで市民の意見を聞
き、市政の根幹を定める調整計画策定では
公募市民による市民会議を立ち上げた。ま
た、議会からご意見や議決をいただくこと
も最も大事な市民参加だ。今後も幅広く意
見を伺いその上で施策を進めていきたい。
このほか、契約先選定における価格面以

外の評価等についての質問がありました。

誰もが実感できる具体的
子育て支援施策を提言する

松本清治議員
問 都内他区市と比較しても少子化が進む
本市に提言したい。①私立幼稚園入園料補
助額、日額養育費助成額を増額すべきでは
ないか②一定の効果をあげた保育園「涼」
環境創出事業であるが、全園実施は時間と
コストがかかるため、クーラーの設置を各
園の状況により選択制にすべきではないか。
答 ①他市との均衡も考え、整理・研究し
たい②「涼」環境創出事業も継続しながら、
近年の異常気象等にも対応してクーラー設
置も前向きに検討したい。
このほか、小1プロブレム等への対応、

中学校部活動の現況、市民野球場の管理・
改善についての質問がありました。

子どもの心に自由と権利に伴う
義務と責任感を育てるには

寺山光一郎議員
問 現代の日本は無責任の中の豊かさにあ
ると言っても過言ではない。この中で子ど
もたちの心に責任感を育てるためには、幼
少時から責任感が身につくカリキュラムを
つくるべきではないか。
答 さまざまな学びや体験を通して、子ど
もたちが義務や責任について学ぶ場や機会
を充実させていきたい。
問 末広通りの電柱地中化及びカラー舗装
化は吉祥寺南町コミュニティセンター、前
進座の前まで行うべきではないか。
答 延伸の可能性を研究していきたい。
このほか、児童虐待、セカンドスクール、

放置自転車等についての質問がありました。

一層元気な吉祥寺の
まちづくりを目指して

桑津昇太郎議員
問 商店街を中心とした魅力ある吉祥寺の
まちづくりのために、①商業振興のための
予算の内容を伺う②行政としてのかかわり
方について見解は。
答 ①ウエルカムキャンペーン、まち案内
所、アニメフェスティバル等に3億1,100万
円予算計上している②吉祥寺グランドデザ
イン委員会でも議論しているが、基本的に
は個店の自助努力に期待し、個店の魅力向
上のための、アドバイザー派遣、マイスタ
ーショップ認定制度等の支援を行っていき
たい。
このほか、東部地域の浸水対策、道路問

題、法政跡地問題等の質問がありました。

高齢者と子どもが生き生き
と生活できる施策の推進を

土屋美恵子議員
問 介護予防事業は重要だと考えるが、健
康づくり支援センターのプログラム等につ
いて伺う。
答 筋力向上トレーニング、生活習慣改善
教室等を実施している。今後とも継続・充
実していきたい。
問 産後支援ヘルパー派遣事業（試行）の
本格実施、産前派遣、対象・利用日数の柔
軟な対応が必要と考えるがいかがか。
答 今年度、事業の所管替えをして体制を
整備した。アンケート結果等を参考に、事
業内容、運用方法について工夫したい。
このほか、地域社協の拠点、児童の放課

後対策等についての質問がありました。



マンションの耐震診断・
改修の助成額増を求む

梶　雅子議員
問 本市の全住宅戸数の2割弱、持ち家の5
割はマンションが占めており、既存不適格
構造物の耐震性強化や密集市街地の防災対
策が強く求められている。横浜市ではマン
ションの耐震診断・改修に手厚い補助をし
ているが、市内マンションの耐震助成制度
について、①耐震診断助成の利用実績がな
い原因は②耐震診断助成や耐震改修助成の
増額を求めるが見解は。
答 ①高額の費用や意識の温度差等が原因
と考える②国や都の動向を見て検討したい。
このほか、介護保険の制度改革に対する市
の助成、旧近鉄本館の改修に伴うアスベス
ト除去工事等についての質問がありました。

高齢者を初めとした負担増
に対して市独自の軽減策を

本間まさよ議員
問 公的年金等控除の縮小、老年者控除の
廃止等により、住民税が数倍から10数倍に
なった高齢者が多数いるが、一連の負担増
に対する市長の見解と、市の対策を伺う。
答 我が国が少子・超高齢社会を迎えるに
当たり、高齢者の方にも応分の負担をして
いただく必要があると考えている。市民に
わかりやすい説明をして理解していただく
ことが第一だが、大変な負担であることは
認識しているので、何らかの生活支援策を
検討していきたい。
このほか、銭湯への支援策、利用登録自

転車駐車場の市民枠、ムーバス新路線の運
行についての質問がありました。

特殊勤務手当について
現実的議論をせよ

やすえ清治議員
問 公務員の特殊勤務手当について、市長
は全廃の意向を表明しているが、①内容を
精査した上で全廃と考えているのか②いま
だ廃止の方向性が明示されていない理由は。
答 ①必ずしも全廃にこだわらず、全廃を
一つの目標として市民の理解、職員の士気を
考慮し検討する②組合と合意に至らなかっ
た。各部署の状況を調査し改めて交渉する。
問 能力給の導入についても、いまだ経
過･方向性が不透明である。実現に向けて
のスケジュールを具体的に伺う。
答 能力給導入には評価制度の確立が不離
一体である。国･都･民間の制度を参考にし、
本市にふさわしい評価制度を確立したい。
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納税者の立場に立った
市民税通知を

大野まさき議員
問 国の税制改正に伴い税額がふえ、納税
者から苦情等が多く寄せられたが、わかり
やすい通知方法の見直しを行なったのか。
答 昨年度発足した庁内プロジェクトチー
ムを再編し、わかりやすい広報手段や内容
の充実を図り、通知書類を改善したい。
問 納税者が自らの納付額を計算して導く
ことのできる計算手引書を作成できないか。
答 わかりやすい手引書の作成や、モデル
ケースのホームページ掲載等を研究したい。
問 保育園へのクーラー設置について伺う。
答 来年度以降の設置を前向きに検討する。
このほか、戸籍事務処理、公益通報の条

例化等についての質問がありました。

境山野公園の取得と
武蔵境駅周辺のまちづくり

田中節男議員
問 中央線高架事業完成後の境駅周辺のま
ちづくりについて、①通過車両を生活道路に
入れないための対応策は②南北通行によっ
て大型店が与える商店街への影響を考えた、
商店街づくりに役立てるため、消費者行動
予測調査を早急に実施する考えはあるか。
答 ①道路整備スケジュールが具体化した
段階で対応を検討したい②必要に応じアン
ケートやヒアリングの実施を検討したい。
問 地主の相続の発生により、①境山野公
園、第3しろがね公園の譲渡の申し入れが市
にあったと聞く。取得を②市が借りる第2し
ろがね公園、市民会館敷地について考えは。
答 ①確保したい②当面、借りる方向だ。

武蔵野市が目指す
「観光」を問う

与座　武議員
問 観光推進計画の策定に際し、その前提
として、新しい概念である「都市観光」と
は何か、武蔵野市が目指す観光とは何かを、
市民に説明するべきではないか。
答 都市観光とは地域の特徴あるまち並み
等の観光資源を保護･整備し、他の地域の
人にも楽しんでもらうことである。本市で
もまず市民が楽しむ場を整備し、市外の方
にも楽しんでいただける交流の場とし、あ
わせて経済効果をねらっていきたい。
問 誤報により消防団員が火災出動した場
合にも、手当を支給するべきではないか。
答 消防団の意向や他市の状況を踏まえ、
前向きに検討したい。

●8月21日、総務委員会及び委員外議員が、武蔵野市防災・安全

センター（仮称）等西棟増築工事における免震装置を視察しまし

た。この工事は、現在2階建ての市役所西棟に免震装置を設置し

て8階建てに増築するもので、平成18年1月に着工しており、平

成19年5月に竣工の予定です。

学童クラブ、地域子ども
館の将来ビジョンは

小野正二議員
問 新聞報道によると、文部科学省と厚生
労働省は来年度から全国の公立小学校で放
課後も児童を預かると決めた、とあるが、
①学童クラブと地域子ども館の統合という
形態をとるように見えるが、本市の考えは
②学童クラブの障害児保育はそのまま継続
させるのか③国の方針であるこの放課後教
室事業の今後のスケジュールを伺う。
答 ①イベント等で一緒にできるものは、
どのような連携が可能か検討したい②障害
児の受け入れを小学校4年生まで拡大した
が、当面はこの方向で考えている③まだ詳
細を把握しておらず、情報提供がされた後
に、スケジュールを立て検討していきたい。

福祉三団体の再編案に
武蔵野市は説明責任を果たせ

三宅英子議員
問 福祉保健部所管三団体調査研究ワーキ
ングチーム報告書は、再編という、市長が
決断するにしても非常に難しい結論を出し
ているが、①主任クラスの職員などがまと
めたこの報告書について市長の見解はどう
か②報告書をまとめる前に、なぜ福祉三団
体へのヒアリングを行わなかったのか。
答 ①この報告書は、一つのたたき台とい
う認識で、市の決定ではない②再編という
かなり難しい問題について、若手中心のメ
ンバーに当事者から意見を聞く役割を与え
るのは非常に困難だと判断した。
このほか、財政援助出資団体のあり方、

有機リン系殺虫剤散布の質問がありました。

平和施策の
さらなる推進を

向谷千鳥議員
問 原爆の悲惨さを追体験し、平和を追求
するため、①中高生を広島、長崎に派遣す
る考えは②憲法を暮らしに生かす視点で、
かつて、本市が発行した「子どもとおとな
の日本国憲法」を復刊し、配布する考えは。
答 ①教育委員会とも協議し、研究したい。
②ホームページに掲載している。現時点で
市として発行する考えはない。
このほか、三鷹駅北口における開発構想

について、歩行者の安全確保のため、大正
通りのガードレールや歩道内の電柱等の整
理など改善を求めることについての質問が
ありました。

学校こそ最も大切な教育の場
本市の教育力に期待する

きくち太郎議員
問 家庭における経済格差とともに教育力
の差も広がっていると言われるが、各学校
において、①保護者に負担がかからない学
習方法の指導をしているか②家庭の教育力
の差を現場ではどう捉えているか。
答 ①学習支援教室等により対応する②学
力の問題、生活指導の問題、人格形成の課
題等、個々の問題として捉え、対応する。
問 本市の平和教育において、空襲の史実
等を語り継ぐ取り組みは行われているのか。
答 各校で体験者への聞き取りなど実施し
ているが、さらに地域で取り組みを広げたい。
このほか、戸籍事務処理電算化に伴う市

民サービス向上について質問がありました。

福祉ビジョンの
今後を伺う

川名ゆうじ議員
問 本年は介護保険や税制の改正、福祉三
団体の再編検討、介護保険の7％助成廃止等、
今後の福祉ビジョンが問われる年と考える
が、①本市の福祉の特徴を伺う②影響を受
ける市民への本市の対応は③福祉三団体は
再編検討後、どうあるべきと考えるか。
答 ①先駆的な福祉行政の展開と、それを
支える市民のボランタリズムが特徴だと考
える②助成面、補助面では厳しいが、福祉
を後退させないよう工夫を重ねた施策を展
開していきたい③市民が求めるサービスを
より充実させるための仕組みをつくりたい。
このほか、学童クラブの保育指針、公益情
報通報制度等についての質問がありました。
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議案等審議結果一覧 

第3回定例会

【市長提出議案（16件）】
● 武蔵野市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 ………………可決（全会一致）
● 武蔵野市一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例 …………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市非常勤消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 ………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市学童クラブ条例の一部を改正する条例 ………………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ………………可決（全会一致）
● 武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ……………………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市消防団に関する条例の一部を改正する条例 …………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例……可決（全会一致）
● 市道路線の認定について …………………………………………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市コミュニティバス「ムーバス」用自動車の買入れについて ………………………可決（全会一致）
● 平成18年度武蔵野市一般会計補正予算（第2回）……………………………………………可決（全会一致）
● 平成18年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第1回）……………………………可決（全会一致）
● 平成18年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第1回）…………………………………可決（全会一致）
● 平成17年度武蔵野市決算の認定について ……………………………………………………認定（全会一致）
● 平成17年度武蔵野市水道事業会計決算の認定について ……………………………………認定（全会一致）
（継続審議分）
● 武蔵野市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例…可決（全会一致）

【議員提出議案（4件）】
● 出資法の上限金利引き下げに関する意見書 ……………………………………………………可決（全会一致）
● 私立小・中学校就学者に対する教育費助成に関する意見書 …………………………………可決（全会一致）
● 議案第72号武蔵野市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の
一部を改正する条例に関する付帯決議 …………………………………………………………可決（全会一致）

● 戸籍情報システムの安全性に関する意見書 ……………………………………………………可決（全会一致）

●規　　格 ：六つ切（紙焼き）、カラー。二重応募（他
のコンテスト等に応募した作品の応募）
は禁じ、未発表・未公開のオリジナル作
品に限ります。写真は編集上、トリミン
グすることがあります。また、応募され
た作品は、返却いたしませんのでご了承
ください。

●内　　容 ：武蔵野市内の風景（明らかに人物を特定でき
る場合は、ご本人の了承を得てください）。

●審　　査 ：議会広報委員会が審査します。
●発　　表 ：採用された作品は、平成19年2月1日発

行の市議会だよりに掲載します。
※賞品等はありませんのでご了承ください。

●著 作 権 ：作品の著作権は製作者本人に帰属します。
ただし、6カ月間、他媒体での発表等をご
遠慮いただくことを、作品採用の条件と
いたします。

●期　　限 ：12月15日（金）当日消印有効
●添付書類 ：撮影者の住所・氏名・年齢・電話番号・

撮影年月日・撮影場所・作品名を写真裏
面に記載し、郵送にてご応募ください。
なお、採用された場合、後日作品のコメ
ントをいただくことがあります。

●宛　　先 ：〒180-8777 武蔵野市緑町2-2-28
武蔵野市議会事務局　市議会だより係

●問い合せ：40422-60-1883
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第3回定例会で可決された意見書・決議は4件で、
意見書については政府等へ提出されました。
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古紙配合率100％再生紙を使用しています 

１面写真募集要領　 次回の締切12月15日

◎With You は今回お休みいたします。

TEL　0422-60-1883　　E-Mail　OFC-GIKAI@city.musashino.lg.jp
HomePage http://www.city.musashino.lg.jp/cms/gikai/

議　会 
事務局 

会派名簿 
会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員のグループで、議会活動の1つの基盤となります。 

（氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所7階）の直通電話番号です。） 

自由民主クラブ　460-1884
やすえ　清 治　　　きくち　太 郎　　　島 崎　義 司 
近 藤　和 義　　　鈴 木　有 臣　　　田 中　節 男 
井 口　良 美　　　石 井　一 徳　　　金 子　　 武 

民主・市民ネット　460-1889
松 本　清 治　　　砂 川　なおみ　　　川 名　ゆうじ 
深 沢　達 也　　　露 木　正 司　　　水 野　　 学 
 
市議会市民クラブ　460-1885

山 下　倫 一　　　土 屋　美恵子　　　与 座　　 武 
桑 津　昇太郎　　　寺 山　光一郎 

※それぞれの議員への連絡先については、「わたしの便利帳」や本
市議会ホームページをご覧ください。 

市議会公明党　460-1887
小 林　清 章　　　小 野　正 二　　　田 辺　あき子 

日本共産党武蔵野市議団　460-1888
梶 　　雅 子　　　向 谷　千 鳥　　　本 間　まさよ 

むさしのリニューアル　460-1890
三 宅　英 子　　　大 野　まさき 

無会派議員　460-1886
桜 井　和 実 

無会派議員　460-1909
山 本　ひとみ 

議会だよりへの 
御意見、御要望を
お聞かせ下さい。 

現
在
、
九
月
定
例
会
の
本
会
議
及
び
決
算
特
別
委
員
会
の
模
様
を
録
画
中
継
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
な
お
、
録
画
中
継
は
、
生
中
継
終
了
後
三
日
程
度
（
土
・

日
・
休
日
を
除
く
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

武蔵野市ホームページから → 市議会→ インターネット中継
の順にクリックしてください。

議会中継ホームページ

議会中継の模様（写真は本会議の録画中継の一部）

議
案
第
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号
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職
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費
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す
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を
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す
る
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例
に
関
す
る
付
帯
決
議

武
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野
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
に

当
た
っ
て
は
、
他
の
特
別
職
と
の
整
合
を

図
る
た
め
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に

諮
問
す
る
こ
と
。

インターネット議会中継ホームページにアクセスする手順

また、直接アクセスする場合は以下のアドレスから
http://www.musashino-city.stream.jfit.co.jp/

インターネット議会中継を
ご覧いただけます


